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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

わ
が
国
の
幕
末
維
新
に
お
け
る
陸
上
交
通
の
様
相
は
、
文
字
通
り
戎
馬
控
億
の
時
期
に
あ
た
り
、
諸
事
多
端
の
例
に
も
れ
ず
、
繁
多

混
乱
を
き
わ
め
る
状
態
に
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
五
街
道
を
は
じ
め
諸
道
の
宿
駅
助
郷
制
度
を
改
正
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
ま
ず

明
治
元
年
三
月
に
、
従
来
特
定
の
村
落
の
み
に
賦
課
し
て
い
た
助
郷
役
の
課
役
形
態
を
改
め
、

(

1

)

 

ル
ヲ
以
テ
今
其
編
成
ヲ
改
革
シ
各
駅
近
傍
二
於
テ
公
私
ノ
別
ナ
ク
」
、

「
諸
道
助
郷
各
村
ノ
分
賦
平
等
ナ
ラ
サ

「
天
下
之
公
課
」
と
し
て
、
あ
ま
ね
く
海
内
一
般
に
助
郷
役
を

課
す
る
こ
と
を
布
令
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
い
く
た
び
か
機
に
臨
ん
で
は
、
駅
法
改
正
の
法
令
を
出
し
た
が
、
当
時
の
物
価
騰
貴

と
交
通
量
の
増
大
に
よ
っ
て
各
宿
駅
は
多
額
の
出
費
に
煩
労
し
た
。
こ
れ
は
政
府
の
交
通
政
策
が
、
根
本
的
に
は
旧
幕
時
代
の
諸
制
度

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、

こ
れ
を
一
部
手
直
し
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
態
の
も
と
で
、
他
方
に
お
い
て
は
、
西
欧
の
先
進
的
文
化
の
影
響
を
う
け
、
諸
事
一
新
、
文
明
開
化
の
風
潮
は
よ
う
や

く
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
て
、
交
通
面
に
お
い
て
も
、
海
上
交
通
に
蒸
気
船
が
出
現
し
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

津
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の
進
言
に
力
を
得
て
、

「
蒸
気
車
ノ
儀
ハ
、
近
来
西
洋
各
国
専
ラ
流
行
ニ
テ
、
国
内
河
海
船
運
不
便
ノ
国
々
並
二
瞬
刻
時
限
ヲ
惜
ヽ
ヽ
ヽ
往
来

致
シ
候
事
柄
ニ
ハ
、
必
用
ノ
器
械
ニ
コ
レ
ア
ル
由
ノ
処
、
御
国
ニ
テ
ハ
未
夕
其
器
機
並
二
車
道
ト
モ
コ
レ
ナ
ク
容
易
二
取
開
キ
難
キ
物

ノ
由
、
去
ナ
ガ
ラ
追
テ
ハ
是
非
ト
モ
、
両
京
大
阪
ノ
間
又
ハ
東
京
ョ
リ
陸
羽
辺
ノ
間
、
汽
車
道
取
開
キ
タ
ク
、
左
候
ヘ
ハ
数
百
里
ノ
険

程
綾
ニ
―
昼
夜
ノ
間
ニ
テ
循
遠
往
復
致
シ
、
御
国
方
今
米
穀
其
他
ノ
物
品
欠
乏
騰
貴
ノ
患
ヒ
ヲ
救
ヒ
、
融
通
平
均
イ
タ
シ
候
ハ
勿
論
瞭

漠
不
毛
ノ
原
田
開
墾
ヲ
起
シ
候
儀
ニ
テ
、
別
テ
非
常
緩
急
ノ
節
、
戒
厳
出
兵
共
迅
速
二
相
整
ヒ
、
富
強
ノ
為
ノ
武
備
肝
要
ノ
モ
ノ
ニ
相

(

2

)

．
 

一
日
モ
速
二
相
開
キ
タ
キ
儀
二
候
ヘ
ト
モ
云
々
。
」
と
外
務
省
上
申
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
の
一
部
に
お
い
て
多
大
の

し
か
し
同
じ
諸
事
近
代
化
、
富
国
強
兵
の
施
策
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
鉄
道
敷
設
の
よ
う
な
「
不
急
ノ
冗
費
ヲ
速
ニ

(

3

)

 

軍
艦
製
造
ノ
用
へ
御
移
シ
遊
バ
サ
レ
兵
威
興
張
・
宇
内
統
一
ノ
御
基
本
立
候
様
云
々
。
」
と
の
反
対
意
見
も
あ
り
、
さ
ら
に
世
俗
一
般

の
反
抗
も
予
想
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ
て
、
政
府
は
そ
の
必
要
を
痛
感
し
つ
つ
も
鉄
道
敷
設
の
議
を
決
し
か
ね
て
い
た
。
よ
う
や
く
明
治

二
年
十
一
月
に
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
。
ハ
ー
ク
ス

P
a
r
k
e
s
,
S
i
r
 
H
a
r
r
y
 S
m
i
t
h
 

(

4

)

 

り
、
鉄
道
敷
設
の
決
議
を
お
こ
な
っ
た
。

鉄
道
建
設
事
業
の
創
始
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
の
決
議
か
ら
は
じ
ま
り
、

れ
の
事
業
を
と
つ
て
み
て
も
容
易
に
な
し
え
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
あ
ま
り

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
で
も
あ
り
、
し
か
も
一
説
に
よ
る
と
、
絶
対
主
義
の
統
一
政
権
に
よ
っ
て
お
し
す
す
め
ら
れ
、
「
お
上
の
威

関
心
が
よ
せ
ら
れ
、
陸
上
交
通
の
近
代
化
が
画
策
さ
れ
て
い
た
。

聞
候
間
、

に
対
す
る
関
心
は
、

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

諸
方
の
反
対
を
押
切

工
事
区
間
の
工
事
完
成
に
い
た
る
ま
で
、

そ
の
間
の
い
ず
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

は
変
更
個
所
が
出
て
き
て
い
る
。

（
津
川
）

れ
て
い
る
。

で
は
、

勢
と
い
え
ば
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
棒
杭
を
打
つ
て
、
片
っ
ぱ
し
か
ら
ど
し
ど
し
買
収
に
か
か
っ
た
の
で
、
こ
の
方
は
簡
単

(

5

)

 

で
あ
っ
た
。
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
用
地
の
買
収
に
つ
い
て
も
そ
う
簡
単
に
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
本
稿
に
お
い
て
は
、

り
、
如
何
に
し
て
用
地
買
収
問
題
が
解
決
さ
れ
た
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
維
新
日
記
）

明
治
三
年
三
月
十
七
日
、

「
令
シ
テ
東
京
神
奈
川
間
ノ
鉄
路
線
地
ヲ
測
量
ス
」

(

6

)

 

と
あ
る
が
、
普
通
に
は
同
年
三
月
二
十
五
日
に
土
地
測
量
に
着
手
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
神
戸
・
大
阪

「
神
戸
開
港
―
―
―
十
年
史
」
に
よ
る
と
、

そ
れ
は
明
治
三
年
七
月
六
日
、
鉄
道
用
地
の
踏
査
に
着
手
す
と
記
る
さ
れ

(

7

)

 

て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
同
年
七
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
測
量
に
は
、
技
師
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
副
役

エ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
外
人
技
師
が
雇
傭
さ
れ
そ
の
事
業
に
あ
た
ら
し
め
た
。
そ
こ
で
本
省
よ
り
指
示
を
受
け
た
兵
庫
県
庁

一
般
に
対
し
て
、
不
慮
の
事
故
の
防
止
と
外
人
保
戦
の
必
要
か
ら
、
踏
査
を
妨
害
し
な
い
よ
う
に
と
の
諭
告
を
発
令
し
、
さ
ら

(

8

)

 

に
外
人
技
師
設
衛
の
た
め
に
随
員
を
附
属
さ
せ
る
な
ど
の
処
置
を
と
っ
た
。

一
方
土
木
工
事
は
、
ま
ず
石
屋
川
隧
道
工
事
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、

測
量
に
つ
ず
い
て
用
地
買
収
・
土
木
工
事
が
始
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
用
地
買
収
は
、
本
格
的
に
は
、
明
治
四
年
か
ら
開
始
さ

そ
れ
は
明
治
三
年
開
十
月
二
十
四
日
に
着
手
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
つ
て
同
年
十
月
に
は
、
全
般
的
な
土
地
測
量
は
一
応
終
了
し
、
路
線
敷
設
の
計
画
図
は
大
略
出
来
上
が
つ
て
い
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
e

と
い
つ
て
も
こ
れ
が
最
終
決
定
ま
で
そ
の
ま
ま
一
貫
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
細
部
に
わ
た
つ
て

石
屋
川
隧
道
開
さ
く
工
事
に
つ
ず
い
て
、
同
三
年
十
一
月
に
全
線
の
工
事
が
起
エ
さ
れ
、
同
七
年
五
月
十
一
日
に
開
業
式
が
執
行
さ

間
の
測
量
開
始
は
、

さ
て
東
京
・
横
浜
間
の
鉄
道
建
設
の
開
始
は
、

主
と
し
て
大
阪
・
神
戸
間
鉄
道
敷
設
に
関
す
る
用
地
買
収
に
つ
い
て
、

と
く
に
兵
庫
県
の
若
干
の
史
料
に
よ



＊
 

金
額
は
、
総
建
築
費
用
額
の
約
二
•
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
用
地
買
収
に
附
帯
す
る
家
屋
土
蔵
そ
の
他
の
移
転
手
当
金

第 1表 大阪神戸間鉄道建築表
自明治 3年3月

至同 10年6月

興業費 里程 20英里

1英里ニッキ平均 ¥216,095. 00 

費 目 内 訳 金 額

線 量

鉄道其外用地購入費

路 測 費

障碍人家其外移転費

費

費

土

大小橋梁架設

工

大 小 渠溝樋築造

柵 矢 来門戸建築

費

費

停車場及附属舎建築費

電信線架設費

木石材及物品貯蓄費

外国機械及物品購入費

隧道築 造 費、F

官舎其外修繕費

興業に係る雑費

官吏並傭員月給旅費

傭外国人給料旅費其他

円
9,371.169 

104,613.960 

99,026.538 

240,974.457 

542,717.390 

114,537.626 

16,266.376 

640,071.997 

4,646.051 

130,322.074 

1,574,148.125 

228,383.761 

25,163.226 

46,121.716 

148,536.767 

325,614.638 

(

9

)

 

れ
た
。
そ
の
間
の
建
築
費
用
の
内
訳
を
ま
ず
見
て
お
く
と
、
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
鉄
道
そ
の
外
の
用
地
買
収
に
要
し
た

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

計 4,250,515.871 

四
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

五

テ
ー
ジ
の
多
寡
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
難
易
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
用
地
買
収
費
な
る
も
の
は
、
他
の
費
目
に
あ
げ
ら
れ

た
費
用
の
そ
れ
ぞ
れ
と
は
異
な
っ
た
意
味
の
対
人
関
係
、
所
有
関
係
の
か
ら
み
あ
い
の
あ
っ
た
も
の
で
、
用
地
購
入
費
な
ら
び
に
人
家

移
転
費
に
費
い
や
さ
れ
た
金
額
に
は
、
測
量
費
を
の
ぞ
く
他
の
費
目
の
支
出
に
さ
き
だ
っ
て
、
ま
ず
解
決
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
重
大
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
用
地
買
収
の
措
置
は
、
土
地
測
量
の
一
応
の
終
了
に
つ
ず
い
て
と
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
三
年

(

1

0

)

 

「
鉄
道
用
地
内
ノ
家
屋
土
蔵
ノ
買
収
又
ハ
移
転
料
等
二
関
ス
ル
件
」
の

「
神
戸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
建
設
用
地
に
あ
て
ら
れ
た
旧
福
原
一
円
を
民
部
省
用
地
と
し

て
官
有
化
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
、
同
年
十
月
二
十
七
日
を
期
限
と
し
て
住
民
は
新
福
原
へ
移
転
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
大
阪

(
1
1
)
 

府
、
兵
庫
県
と
も
同
時
期
に
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

か
く
し
て
鉄
道
用
地
の
官
有
化
な
ら
び
に
買
収
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

い
ま
両
府
県
に
お
け
る
逐
年
の
用
地
買
収
状
態
を
み

る
と
第
二
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
用
地
買
収
は
年
を
追
つ
て
部
分
的
に
な
さ
れ
た
こ
と
、
し
た
が
つ
て
一
時
的
に
用
地

が
調
査
・
測
量
さ
れ
、
順
調
に
買
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
も
そ
の
反
当
価
格
・
代
金
に
つ
い
て
は
、

地
域
差
は
勿
論
の
こ
と
、
同
一
地
域
の
田
地
と
畑
地
の
み
に
つ
い
て
み
て
も
、
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る
上
位
田
畑
の
優
位
性
は
破
棄
さ

れ
、
そ
れ
は
鉄
道
用
地
と
い
う
特
殊
の
用
途
に
よ
っ
て
、
上
田
・
上
畑
よ
り
も
、
下
田
・
下
畑
の
方
が
、
土
盛
り
そ
の
他
の
土
木
工
事

布
令
を
発
し
て
い
る
。
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、

開
十
月
二
十
八
日
、

工
部
省
な
ら
び
に
正
院
の
達
に
よ
り
、

を
加
算
し
て
も
総
費
用
額
の
五

5

ハ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
な
い
金
額
で
あ
る

C

し
か
し
こ
の
金
額
の
総
費
用
額
の
う
ち
に
し
め
る
パ
ー
セ
ン
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第 2表 大阪神戸間鉄道用地買上反別代価調書
自4年3月
至 7年12月

村 名 1塁青 I 用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

大阪西成郡 大阪ステー i/ョン
北野村 4. 3 

用地
上田 . 527 32.45 55.00 

” 中田 2.7129 164.58 60.00 

” 下田 . 927 64.35 65.00 

” 上畑 . 900 40.50 45.00 

” 中畑 . 224 14.00 50.00 

6. 2 I/ 田 10. 4171 402.159 38.458 

6. 3 II ” 8.716 376.55 43.0179 

6. 10 ’’ ” 3.003 170.45 56.627 

II ” 10.027 773.46 76.656 

7. 10 ’’ ” 1. 015 68.25 65.000 

替根崎村 4. 3 大阪ステーション 田・屋 8.003 530.65 65.000 
用地 敷

5. 10 ” 田 2.700 98.40 56.444 

6. 2 II ” 51. 704 2611.133 50.492 

6. 3 ” ” 16.014 778.070 49.048 

6. 10 ,, 
” 21. 517 1637.117 75.944 

ステーション外新
II .421 30.55 65.000 

溝敷

7. 5 ステーンョン通行路 ” 4.212 319.10 (75.000 
77.000 

上福島村 5. 10 安治川枝線 田 11. 421 401. 45 35.000 

5. 11 本路線用地 ” 9.409 330.05 35.000 

下福島村 5. 10 安治川枝線 田 6.918 259.62 (35.000 
42.500 

野田村 5. 10 II 田・畑 14.826 644.3167 (735 5.000 
.000 

洲江村 5. 11 線 路 用 地 田・畑 18.218 668.8766 (36.000 
70.000 

,, 田 6.421 226.200 (34.000 
40.000 

6. 5 溝 敷 ” . 203 7.587 36.128 

6. 6 ” ” .110 4.933 37.000 

6. 10 ‘’ 
II .808 29.760 36.000 

塚本村 5. 11 II 田・畑 31. 7219 1213.800 
I 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）
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七

村 名1塁責I用 途 1 地目 I~砂ljIり円?I反当価格

塚本村 7. 4 線路追増 ・洞敷 田 . 412 20.68 47.000 

” 
II . 218 13.00 50.000 

” ” .900 47. 70 53.000 

中津）II堤防外橋床 畑 .506 19.240 37.000 

7. 7 II 田 .124 

野里村 6. 4 線 路 用 地 田 6.610 319.459 48.159 

6. 6 涸 敷 II . 318 15.600 43.335 

6. 10 “ II 1. 324 64.700 46.884 

7. 4 II ” . 027 4.500 50.000 

II ” .109 7.150 55.000 

御幣島村 6. 4 線 路 用 地 田 . 520 62.666 40.000 

6. 6 溝 敷 ” . 021 2.800 40.000 

6. 10 線 路 用 地 II 1.116 52.100 45.173 

7. 4 溝 敷 ” . 006 1. 060 53.000 

佃 村 6. 4 線 路 畑 1. 708 98.420 57.000 

6. 6 溝 敷 田 . 700 35.000 50.000 

7. 4 ” ” .624 30.600 45.000 

三津屋村 6. 4 線 路 田 8.104 243.400 30.000 

6. 6 溝 敷 ” 1. 919 58.900 30.000 

6. 10 ,, 
” . 203 6.300 30.000 

7. 4 II ” . 306 9.600 30.000 

加島村 6. 4 線 路 田 30.214 1137. 773 37.616 

II 畑 25.723 1462.416 56.734 

神綺川鉄橋床潰地 II 5.310 53.333 10.000 

6. 6 溝 敷 田 . 527 24.780 42.000 

6. 10 ” ” .406 16.86 40.142 

II 

” .112 6.30 45.000 

6. 12 ” II 1. 209 48.30 39.268 
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村 名 1塁責 I 用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

加島村 6. 12 溝 敷 畑 .618 42.24 64.000 

7. 4 II 田 . 021 2.94 42.00 

大阪堂島浜 4. 11 鉄道元ステーョン 地坪 7522.251 4701. 3781 4.5町目外

新船町 4. 11 元 馬 車 道 II 162.00 81.00 坪 .50

安治川上通 4. 11 ” ” 70.44 44.025 .625 二丁目

5. 11 安治川枝線 ” 173.25 108. 031 

” ” 12.3 7.6875 .625 

川辺郡 7. 2 線 路
地券

水堂村
田 24. 5118 400.661 * 13.606の

II 畑 .216 3.01 * 9.920 割増,, 

＊ 
II 屋 敷 .629 20.063 23.9987 II 

II 荒 地 .5191 3.006 * 5. 3333,, 
＊ 

線路追増地 田 1. 603 25.843 13. 3763,, 

II 屋 敷 .103 3.204 * 23. 982 II 
＊ 

洞 敷 田 .601 10.064 16. 6807 II 
＊ 

” 屋敷 .126 5.369 23. 9687 II 
＊ 

7. 12 道 敷 田 2.4031 38.424 13.2846 II 
＊ 

’’ 屋敷 .112 3.97 23. 6185 II 
＊ 

踏 切 道 敷 田 1.209 18.94 12. 8317 II 
＊ 

七松村 7. 2 線 路 田 22.709 458.314 16.8028 II 
＊ 

線路追増地 II 1. 7196 33.305 15. 7217 11 
＊ 

7. 12 踏 切 道 敷 ’’ . 712 12.659 14. 2554,, 
＊ 

上島村 7. 2 線 路 田 .228 5.491 15.6094,, 
＊ 

II 

” 
.0056 .349 15.5948,, 

＊ 

三反田村 7. 2 線 路 田 10. 421 108.836 8.662511 
＊ 

II 畑 .226 6.148 17.8713,, 
＊ 

線路追増地 田 .8066 9.774 9. 9087 II 
＊ 

‘’ 畑 .0116 .83 17.8996,, 

7. 12 踏 切 道 敷 田 1.1089 12.218 * 9.0133 11 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

八
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村名 1塁肯 I 用 途］地目lりパlj! 1讀
尾浜村 I7. 2 I線 路 1 田

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

線路追増地 I ,, 

.. ・1.121m 

溝

東難波村 I1. 2 線

” 

（
津
川
）

7. 12 

西長洲村 I7. 2 I線

” 

I
I
I
I

田

畑

敷

敷

路

線路追増地

溝敷

川敷

田

” 

” 

路 1 田

畑

線路追増地 I田

" I 畑

7. 12 川

金楽寺村 I7. 2 線

同追増地 I " 

中長洲村 I7. 2 I線

II 

” 

” 

敷田

路田

田

畑

田

畑

路

5. 81921 96. 572 

.3207 5.392 

.312 

1.301 

.0241 

三
地券 ｀ 
* 13. 7239 
＊の2割増．
12.176111~ 

I 

, 7239 8,911 * 9, 5243 II 

.6043 5.508 *7,471511 ! 

* I 
11.9015 249,414 17,4586 II J 

＊ 
1, 2159 39, 66 26, 3766 II i 

I I,-'  
.8285 

今＇

17. 024 15. 8513" 
＊ 

6.124 1s. 0117,, I' ， 
＊ 

23. 239 I 14. 8588,, Ii 

,
1
,
‘
:＇9,

 

”

I

I

 

1

4

 

6

2

 

5

4

 

4

9

 

．
．
 

8

7

 

＊

＊

 

6
4
8
8
2
 

．
．
 

1

1

 
，
 

5

3

 

9

7

 

0

2

 

0

1

 

．
．
 

，
 . 62751 6. 066 I* 8. 7702,, 

. 00561 .133 I* 5. 9485 11 II 

.802'*8,3156,, 
＊ 

1. 312 56. 671 35. 2432 II 
＊ 

. 1165 4. 168 22. 4064 11 j 
4. 511 61. 871 * 11. 365 II . 

＊ 

3.113 104. 396 27. 6766 11 I' 
＊ 

• 0154 0 995 16.1503 II 

. 0275 1. 078 * 9. 797 II t 
＊ 

7. 11 I神崎ステーション 1田・畑I 4. 72111 80. 978 I 16. 9753 11 

線 路 追 増 地 I " 

道

川
2
 

ー• 7
 

九
II 

新 滸

東長洲村 I・1.2 I線
” 

”

田

畑

田

田

畑

敷

敷

敷

路

.4214 

1.11331 19. 425 
＊ 

. 7162 10. 066 11.1246 11 

. 7195 8. 868 * 9. 660111 

.0153 

.628 

＊ 

. 947 I 15. 4705,, 
＊ 

9.12251 125. 092 I 11. 3616,, 
＊ 

9. 99 I 12. 0012 11 
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村 叫塁責I用
I I反別 1 代伍 I途 地目 （反） （円，、’ iI 反当価格

東長洲村 7. 2 線 路， 田 .2038 2.452 * 9. 6084 11 
＊ 

7. 11 神崎ステーション 田畑 5.8098 107.011 18. 3471,, 

線路追増地 ” .5237 10.623 ,, 

道 敷 ・ 溝 敷 ” 4.8171 89.112 ” ＊ 
7. 12 川敷・溝敷 ” .2031 2.862 13. 6071,, 

踏 切 道 敷 ” .117 1. 75 *9.306711 
＊ 

” ” 1. 3171 18.175 11.1613,, 
＊ 

潮江村 7. 2 線 路 田 2.025 46.933 22. 5278" 
＊ 

7. 11 神崎ステーション
. ,, .324 6.776 17,8357 II 

線 路追増地 II .112 2.497 II 

” ” .010 .594 II 

＊ 

浜 村 7. 2 線 路 田 14.8003 317.444 21.447411 
＊ 

7. 11 同 追 増 地 ” 1. 022 21. 882 20. 3867,, 

道 敷 ・ 溝 敷 ” 3.2084 65.808 ” ＊ 
西川村 7. 2 線 路 田 6.017 114.155 15. 7065 II 

＊ 
7. 11 ” ” .4026 8.392 20. 5363,, 

道敷・川敷 II . 714 15.334 II 

＊ 

常光寺村 7. 2 線 路 田 1.212 28.276 19. 0026,, 
＊ 

7. 11 同 追 増 地 ” .162 1.119 20. 7282 II 

武庫郡 ＊ 

守具村
4. 12 旧 線 路 田 7.913 422.180 53.1499,, 

（不用払下） (7,913) (133.327) (16.7847) 
＊ 

7. 2 線 路 田 3.627 141. 902 32. 0466,, 
＊ 

II 畑 5.805 84.434 12. 0966,, 
＊ 

7. 2 同 追 増 地 田 . 921 27.908 23. 9762,, 

” 
畑 5.211 67.176 * 10.69 " 

＊ 

溝 敷 田 .312 9.718 23. 8175,, 

道 敷 畑 .112 1.008 *6.0000 II 

西宮町 4. 12 線 路 上田 14.103 701. 9725 * 49. 75,, 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

" 

（
津
川
）

゜
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（津川）

村 名 1塁青 I用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

西 宮町 4. 12 線 ・路 中田 18.106 1114. 38 * 61. 50 11 

” 下田 5.107 322.7698 * -63, 00 11 

” 下々田 .421 35.25 * 75. 00 II 
II 上 畑 .307 10.3466 * 32. 00 II 

” 中畑 5.726 214.1064 * 37. 00,, 
＊ 

（内線路付替不用地） ” (2.3168) (35.89) (15. 2334) 

線 路 下 畑 4.607 180.3099 * 39. 00 II 

” 下々畑 40.3462 * 46. 37511 

II 屋 敷 .026 4.0188 * 46. 375,, 

7. 2 守具川以西線路 畑 1.824 26.044 * (13. 6418 
10. 6766 

線路追増地 田・畑 9.8244 296.054 * (26.1954 
16.9972 

西宮ステーション 田 1.603 52. 016 * 26. 9236 
＊ 

” 畑 8.127 148.399 15, 0996 II 

” ” .205 3.900 15. 000 II 

7. 12 道敷・川敷 田 3.006 92.231 * 25,405 II 
＊ 

” 畑 .503 10.121 16. 537211 

西宮ステーション
＊ 

増地 ” 
5.509 109.26 16, 4647 II 

＊ 

津門村 7. 2 線 路 田 11. 624 147.764 10. 542511 

西宮ステーション I/ .118 1.894 * 9. 8625 11 

” 畑 1. 402 16.648 * 9. 862311 
＊ 

芝 村 7. 2 西宮ステーツヨン 畑 .2286 8.483 23. 935911 
＊ 

同所中ノ線路 ” .6045 25.76 34. 905611 
＊ 

今津村 7. 2 線 路 田 3.8238 77.289 19. 9232 11 
＊ 

下瓦林村 7. 2 ” II . 7155 16.494 18. 286111 
＊ 

瓦林村 7. 2 線 路 田 6.300 199.890 26. 440411 

II 畑 1.314 24.007 * 14. 85611 
＊ 

I/ 屋 敷 .715 21.188 23. 542611 

” 荒 地 .901 4.517 5.000 



――’ 
＇ 

I 2! 

村 名 1塁青 I用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

耳林村 7. 2 線路追増地 田畑 2.405 69.194 

7. 12 川・道・溝敷 田 .9072 11.197 * 10.0984 

” 畑 .8072 4.787 * 4. 8411 

” 屋敷 .2027 6.432 * 25.6459 
上瓦林村 7. 2 線 路 田 6.3143 122.324 * 16. 0589 

” 畑 1. 9075 29.827 * 12. 912 
同 追 増 地 田 .019 1.198 * 15. 7587 

” 畑 .2086 3.301 * 12. 0309 
下新田村 7. 2 線 路 田 9.010 206.417 * 19. 0423 

” 荒 地 6.319 31. 817 5.000 

7. 12 新 堀 川 附 替 演 地 田 3.3249 58.20 * 14. 3363 
中川附替潰地 II . 0047 .245 * 13. 0268 
溝 敷 ” . 2131 4.159 * 14. 2247 
新 堀 川 附 替 浪 地 ” .118 2.88 15.000 

II 荒 地 4.3152 65.26 15.000 

中川附替浪地 田 .107 2.22 15.000 

” 荒 地 . 5274 8.87 15.000 

溝 敷 田 .2064 3.37 15.000 

” 荒地 .4036 6.18 15.000 

今北村 7. 2 線 路 田 15.7183 394.025 25.000 

” 畑 1. 9243 49.525 25.000 

” 
池 床 4.228 38.64 9.000 
切 開

溝 敷 田 7.2236 181.967 25.000 

” 畑 1. 5061 38.008 25.000 

” 
池床 .800 7.20 9.000 
切開

” 屋 敷 . 025 1. 064 * 12. 9811 
7. 12 道 敷 荒 地 1. 3135 33.625 25.000 

浜田村 7. 2 線 路 畑 4.3013 57.678 13.400 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（津川）

村 名 1塁責 I用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

菟原郡 4. 12 旧 線
,, 路

畑 . 007 1. 0819 46.375 
小野新田

（同地不用払下） II (.007) (1. 585) * (79. 928) 

7. 2 線 路 畑 . 423 52.433 110. 000 

” 
II . 005 1. 825 109. 543 

生田村 4. 12 生田川以東線路 中田 . 326 23.7796 61. 50 

” 下 田 .203 12.23 63.00 

” 中 畑 .403 15.17 37.00 

7. 2 生田川以西線路 田 4.828 613.026 25.277 

II 畑 . 708 76.866 105.7798 

溝 敷 田 .2068 30.602 37.438 

I/ 畑 .0085 4.427 156.2605 

熊内村 4. 12 線 路 上畑 . 917 30.6131 32.000 

” 下 畑 . 821 32.190 37.000 

5. 7 （不用地払下） ” (.107) (4.0466) (32.8111) 

4. 12 線 路 上田 .605 36.9996 60.000 

” 中田 1. 710 108.3331 62.50 

5. 7 （内不用地払下） (1. 207) (86.9905) 

7. 2 線 路 田 3.0133 233.62 76.7393 

溝 敷 ” .1102 10.042 74.9402 

滝寺村 5. 1 線 路 畑 1.011 38.3564 37.000 

7. 2 ” 田 .1108 9.421 69.272 

中 村 4. 12 II 中 田 .114 8.5063 58.000 

” 上 畑 .3293 12.5263 31. 50 

II 中 畑 3.8173 142.7334 37.000 

II 下 畑 1. 2019 50.6659 42.000 

筒井村 4. 12 線 路 田・畑 6.308 310.6147 (61. 50 
32.00 

脇浜村 4. 12 II 畑 13.520 494.2731 (32.00 
37.00 

5. 7 （内不用地払下） II (.324) (13.81) (36.3421) 
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村 名1塁青 I 用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

脇浜村 7. 2 溝 敷 畑 .10651 1.001 8.6251 

岩屋村 4. 12 線． 路 畑 . 0255 3.315 39.000 

7. 2 ,, 元池床 1. 027 9.372 10.0078 田

（代地渡分） （田畑） (. 911) 

原田村 4. 12 線 路 田畑 1 2. 713 656.2463 (64.00 
31. 50 

稗田村 4. 12 ” 上田 4.1217 207.5734 49.75 

II 下 田 . 023 4.8296 63.00 

II 上 畑 . 706 23.04 32.00 

都賀森村 4. 12 線 路
田畑屋 1.6116 70.3562 (2 55.50 
敷 8.00 

河原村 4. 12 ’’ 田畑 12.013 652. 8611 (4 63.00 
9.75 

新生村 4. 12 II 田 6.0015 429.5325 (72.00 
64.75 

八幡村 4. 12 ” 田 2.312 145.4028 (63.00 
64.50 

” 田畑 7.523 480.6731 (75.00 
49.75 

5. 7 （内不田地払下） 田 (2. 201) (114. 8811) (52.1397) 

7. 2 踏切道潰地 ” 
. 0095 1. 693 * 44.5672 

高羽村 4. 12 線 路 田 2.327 153.136 (64.25 
63.00 

徳井村 4. 12 II 田 畑 5.603 335.1053 (3637 .00 
.00 

石屋村 4. 12 II 

” 
4.007 181. 9011 (61. 50 

32.00 

平野村 4. 12 ” . 703 31. 6029 (47.00 
’’ 37.00 

御影村 4. 12 ” 田 6.325 336.9898 (4639 .00 
.75 

郡家村 4. 12 線 絡 田 4.3181 265.373 (75.50 
57.00 

住吉村 4. 12 ” 田・畑 9.126 456.0204 (61. 50 
32.00 

II 屋 敷 1. 501 69.7169 46.375 

7. 9 住吉ステーショソ 田 2.615 93.708 * 29.4679 

” 屋敷 1. 311 52.932 * 33. 00 

" 畑 2. 7091 41. 983 * 12. 8138 

野寄村 4. 12 線 路 上田 . 5047 33.0022 64.000 

” 下田 5.325 376.833 70.000 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）
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鉄
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設
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て
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）

五

村 名 1塁青 I 用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

野寄 村 線 路 畑 1. 2198 45.576 36.000 

岡本 村 4. 12 ” 田 4.9043 338.0981 co.ooo 
64.000 

7. 2 天井川木橋道敷 ” .214 9.885 * 40. 077 
田 中 村 4. 12 線 路 田 6.209 356.065 (63.00 

49.75 

7. 2 天井川木橋道敷 II .105 

小路村 4. 12 線 路 田・畑 3.425 146.3061 c2・.oo 
31. 50 

田辺村 4. 12 線 路 上 田 .204 11. 0932 52.00 

” 中田 2.113 137.1731 64.00 

” 下田 1. 915 126. 75 65.00 

7. 2 溝 敷 田 .015 1.068 21. 36 

北畑村 4. 12 線 路 田・畑 3.105 188.8679 (63.50 
31. 50 

7. 2 溝 敷 田 .104 4.636 40.906 

中 野村 4. 12 線 路 上田 .115 8.400 56.000 

II ” 1. 903 95.0225 49. 750 

II 上畑 .222 12.2998 45.000 

” ” .200 6.400 32.000 

” 中 畑 .221 9.990 37.000 

／／ 下 畑 .100 3.900 39.000 

森 村 4. 12 線 路 田畑 13.1244 706.4974 (63.50 
37.00 

” 屋敷 .2274 16.096 55.25 

7. 12 踏切道潰地 田 . 215 10.525 * 35. 084 
II 

” . 021 2.071 * 24. 6571 
三条村 4. 12 線 路 田 5.5021 275.5579 (73.00 

37.75 

7. 12 溝 敷 II .2223 5.334 * 16. 2031 

芦屋村 4. 12 線 路 田・畑 12.817 694.6147 (75.00 
37.00 

5. 7 師用地払下） 田 (.404) (13.256) (32.071) 

7. 2 線 路 II .404 10.565 25.5606 

JII 敷 潰 地 ” 4.020 127. 711 31. 4043 
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村 名 1塁青 I 用 I I 反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

芦屋村 道 敷 潰 地 畑 1. 019 19.035 17.9013 

7. 12 線路追増地 田 .514 21. 312 * 32.4882 

” ” . 017 1. 217 

打出村 4. 12 線 路 田 16.917 985.8539 58.1396 

（不用地払下） ” (12.425) (351. 714) (28.1747) 

線 路 畑 5.422 225.5207 41. 2035 

（不用地払下） ” (5,422) (112. 551) (20.5635) 

7. 2 線 路 田 . 910 279.69 31. 3086 

II 畑 9.6053 248.502 25.8389 

新田川付替潰地 田 3. 728 118. 565 31. 256 

4. 8 神戸ステーツョン
田畑屋 31. 503 1269.5834 （田畑40.00敷

新福原（代地） 田畑 37.418 荒地30.00 
20.00 

八部 郡 4. 12 神戸ステーション 田畑 33.609 2754.3416 (93.50 
兵庫津 68.25 

” 綱干場 .028 4.3632 46. 75 

5. 2 相生橋床地 田 .4115 146.972 335.2999 

6. 4 神戸ステーンョン 屋敷 1398.2坪 1694.758 （坪）1. 2121 

” ” 676. 2511 615.688 II . 9091 

II ” （反）1. 807 546.999 （反）300.000 

II 田畑 47.9025 14372.499 300.000 

II 見取 3.517 990.865 

” 高 外 3.3003 305.158 92.444 

6. 7 元洞敷囲込
畑 . 916 176.259 184.8877 

神戸ステーション‘

” 屋敷 . 5161 166.100 300.000 

7. 5 ” II （坪）1128. 7 4512.10 （坪）5.00 
2.00 

‘’ 元道敷 (11) 548. 6 548.60 坪 1.00

II 田畑 (II)7162. 唸12829.025 

坂本村 4. 12 線 路 畑 . 015 3.25 65.000 

5. 2 相生橋床地 田 .303 109.988 354.800 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

六
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

七

村 名 1塁責 I 用 途 1地目 1号砂uI危巳 1反当価格

坂本村 7. 5 ステーツョン用水 田畑池 4.919 315.723 e763 0.oo 
床 床 .00 

7. 12 床相生橋近傍合図柱 地坪 1 2.750 （坪）2.750 

宇治野村 5. 2 線路相生橋床 田畑 1. 8135 835.8766 (503.30 
280.80 

4. 12 線 路 ‘’ 4.211 287.6829 (765 5.00 
.00 

5. 7 （内不用地払下） (.616) (43.8324) (67.0907) 

神3戸町 4. 4 線 路 畑 .509 48.436 63.5088 
番組

代地（湊町二町） (. 7188) 

4. 12 線 路 田 2.019 193.3363 93. 7495 

（内不用地払下） ” (.522) (53.7497) (93. 75) 

2番組 4. 4 線 路 畑 7.0148 644.506 63.5085 

4. 5 ‘’ ” 1.114 

5. 7 （内不用地払下） ’’ (.313) (32.1871) (93.7497) 

4. 12 線 路 田 2.514 238.7494 93.75 

5. 7 （内不用地払下） ” (2.514) (238.7495) (93.749) 

7. 2 線 路 地坪184.54 799.39 （坪）4.3318 

1番組 4. 4 線 路 田畑 6.517 599.4574 63.5085 

5. 7 （内不用地払下） ” (1. 603) (150.9375) (93.75) 

線 路 屋敷 .121 156.25 （坪）.625 

4. 11 ’’ 畑 . 421 44.0625 93.75 

,, 
’’ 1. 012 97.50 93.75 

” 田畑 9.429 890. 3119 (93.75 
93. 7499 

5. 7 （内不用地払下） 田 (6. 121) (578. 4374)1 (93. 7499) 

5. 4 三宮ステーション 地坪2048. 827.20 150.00 

（内不用地払下） 田 (2020.1) (3092.819) （坪）(1. 531) 

6. 7 三宮ステーション （坪）111. 48 335.40 （坪）3.00 

6. 9 松屋町腹線路 (11) ） 25. 83 61. 61 II 2.385 

7. 2 三宮ステーンョン
(,, 

生田宮筋以西線路
5050. 71 

6060.57 『＇ 1.1999 
（不用地払下） (II)(94.8) (284. 40) II 3. 000 
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I村 名1:青I用 I I反別 1代価 I途 地目 （反） （円） 反当価格

北野村 4. 12 線 路 畑 .612 54.40 85.00 

（不用地払下） ” (.612) (50.032) (78.175) 

5. 9 道 敷 潰 地 田・畑 3.825 176.765 45.5189 

生田宮村 4. 12 旧 線 路 II 1. 715 121. 250 69.2857 

（不用地払下） (1. 715) (392.248) (224.1417) 

7. 2 生 田 宮 筋 新 線 路 （坪）435.2 380.80 （坪） .875 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

（註） 1. 本表は国鉄総裁室文書課所蔵「鉄道院文書」一鉄道寮事務簿一

明治 8年3月 大阪神戸間鉄道用地調書ーにより作成した。

2. 表中 ＊印のあるのは、地券平均価格であって、反当価格はこ

の金額の 2割増しである。

3. 反当価格欄のうち（ ）を用いている金額は、田畑の最高と最

低の反当価格である。

4. 反別、 代価、 反当価格欄のうち空白になっている個所がある

が、これは原本には数字が明記されている。転写の折の不備に

より明確さをかくので空白のままにおいた。

5. 鉄道院文書の閲覧にあたつては、国鉄総裁室文書課の結城・堺

両氏に多大の便宜をはかつていただいたことを附記する。

八
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

「
右
者
当
地
出
張
工
部
省
ョ
リ
鉄
道
線
内
御
用
地
ノ
儀
掛
合
二
付
取
調
候
処
、
書
面
ノ
通
リ
減
方
相
成
、
尤
右
鉄
道
線
建
築
中
ニ
テ

未
夕
確
定
不
致
楊
所
モ
有
之
候
間
、
此
上
出
入
出
来
候
ハ
ハ
尚
検
査
ノ
上
、
来
申
年
二
至
リ
更
二
可
申
上
候
得
共
、
当
未
潰
地
高
反
別

(
1
2
)
 

書
面
ノ
通
リ
相
迩
無
之
候
間
、
同
年
壱
年
引
方
相
成
候
様
御
証
印
被
下
度
此
段
相
伺
申
候
。
以
上
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
伺
の

つ
い
で
明
治
五
年
正
月
二
十
三
日
に
い
た
り
、
神
戸
鉄
道
寮
で
は
、
先
年
の
買
収
予
定
地
に
あ
わ
せ
て
そ
の
後
の
買
収
追
増
地
を
も

ふ
く
め
、
用
地
の
再
調
査
を
行
な
わ
ん
と
し
、
兵
庫
県
庁
宛
に
、

(

1

3

)

 

上
早
々
御
差
出
有
之
度
此
段
及
掛
合
候
也
。
」
と
の
文
害
を
も
つ
て
、
地
所
の
調
査
に
つ
い
て
照
会
し
た
。
漿
当
局
は
こ
の
よ
う
な
照

会
に
回
答
を
与
え
る
と
と
も
に
、

を
ひ
か
え
、
田
畑
耕
作
の
進
退
如
何
ん
を
解
決
す
る
よ
う
に
と
せ
ま
ら
れ
、
四
月
十
四
日
に
、

々
々
、
当
稲
作
仕
付
方
ノ
儀
如
何
相
心
得
可
申
哉
ノ
段
伺
出
候
。
右
ハ
如
何
申
渡
可
然
哉
、
種
籾
ノ
都
合
モ
有
之
候
儀
二
付
、
至
急
御

通
り
認
可
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
書
き
に
よ
る
と
、

（
津
川
）

一九

「
西
宮
以
東
大
坂
間
鉄
道
線
へ
相
掛
候
田
畑
潰
地
高
反
別
御
取
調
ノ

を
行
う
上
で
の
相
対
的
価
値
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
か
、
高
価
格
で
買
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
C

そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
反
当

価
格
は
「
地
券
平
均
値
段
の
二
割
増
し
」
と
い
う
統
一
的
な
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

C

な
ど
、
買
収
決
定
と
同
時
に
代
価
が
定

め
ら
れ
た
も
の
か
否
か
、
代
金
支
払
は
即
時
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
か
否
か
等
々
、
種
々
の
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

し
た
が
つ

て
右
の
よ
う
な
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
順
を
追
つ
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
明
治
四
年
に
エ
部
省
の
出
張
所
で
あ
る
神
戸
鉄
道
寮
か
ら
鉄
道
用
地
予
定
地
の
買
収
の
掛
合
い
を
う
け
、
多

少
の
出
入
り
は
あ
っ
た
が
一
応
の
落
着
を
み
て
、
同
年
十
一
月
に
は
、
そ
れ
ら
買
収
田
畑
の
租
税
引
方
を
大
蕨
省
に
申
請
し
て
い
る

C

一
方
に
お
い
て
は
、
買
収
を
予
定
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
農
民
か
ら
、
表
作
の
作
付
準
備
期

「
西
宮
以
東
鉄
道
御
用
地
可
相
成
場
所



く1

20 

は
五
年
七
月
二
十
日
に
い
た
り
、

と
ろ
で
西
宮
以
東
の
諸
村
に
お
い
て
、

鉄
道
用
地
に
田
畑
が
買
収
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、

し
か
も
作
付
を
禁
止
さ
れ
た
農
民
達

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

(
1
4
)
 

答
有
之
度
候
也
。
」
と
鉄
道
寮
に
照
会
し
、
早
速
の
回
答
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
翌
十
五
日
、
鉄
道
寮
か
ら
「
沿
道
諸
村
ノ
耕
作

(

1

5

)

 

ヲ
止
メ
ン
ヲ
請
フ
。
」
旨
の
回
答
を
え
、
耕
作
は
中
止
さ
れ
た
。

他
方
、
家
屋
土
蔵
な
ど
人
家
の
移
転
に
つ
い
て
の
資
金
の
下
附
は
、
大
阪
・
神
戸
市
内
で
は
早
く
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
沿
道

そ
れ
も
西
宮
以
西
の
町
村
に
つ
い
て
の
家
屋
其
の
外
移
転
資
金
二
五
三
円
―
―
銭
九

厘
、
退
転
資
金
九
五
円
が
兵
庫
県
に
下
附
さ
れ
、
同
年
同
月
十
八
日
、
兵
庫
県
鉄
遊
掛
の
手
か
ら
、
西
宮
以
西
の
町
村
に
対
し
て
田
畑

地
代
と
家
屋
移
転
資
金
が
下
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
金
の
受
渡
し
方
は
、
ま
さ
に
旧
態
依
然
と
い
う
か
、
官
僚
主
義
の
原
型
と
も
い

う
べ
き
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
高
圧
的
な
い
わ
ゆ
る
「
下
げ
渡
す
」
と
の
状
態
で
あ
っ
て
、
当
該
諸
村
へ
の
達
し
の
文
面
は
、

「
其
村
々
鉄
道
御
用
地
代
金
下
渡
候
間
、
明
十
八
日
三
役
人
並
二
地
主
総
代
弐
三
人
召
連
レ
、
昼
九
時
無
間
違
鉄
道
掛
役
所
へ
可
罷

(

1

6

)

 

出
、
若
シ
刻
限
延
引
候
ハ
ハ
渡
方
不
相
成
候
間
其
旨
可
相
心
得
者
也
。
」
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
右
に
記
し
た
西
宮
以
西
の
町

村
に
対
し
て
田
畑
地
代
お
よ
び
家
屋
移
転
資
金
が
四
年
十
二
月
十
八
日
に
下
附
さ
れ
た
と
い
つ
て
も
、
西
宮
以
西
沿
道
諸
村
す
べ
て
が

こ
れ
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
既
に
同
年
内
に
用
地
買
収
が
決
定
し
た
個
所
の
み
に
つ
い
て
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
芦
屋
川
以
西
の
武
庫
・
菟
原
郡
内
で
も
、
明
治
六
年
七
月
に
な
つ
て
工
事
よ
う
や
く
緒
に
つ
く
と
い
っ
た
よ
う
な
個

所
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

は
、
他
所
に
お
い
て
代
金
下
附
済
の
あ
る
こ
と
で
、
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
な
が
ら
地
代
金
の
下
げ
渡
し
方
を
請
求
し
た
。
そ
こ
で
県
当
局

「
西
宮
以
東
鉄
道
敷
地
地
代
金
下
渡
方
ノ
儀
、
村
々
ヨ
リ
願
出
候
二
付
敷
地
御
確
定
ノ
有
無
当
五
月
中
及
掛
合
候
処
、
測
誡
御
確
定

諸
村
に
つ
い
て
は
、

四
年
十
二
月
に
な
っ
て
、

（
津
川
）

二
0
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

日
に
な
つ
て
、

「
西
宮
以
東
鉄
道
線
敷
地
代
金
村
々
ヨ
リ
願
出
候
二
付
御
掛
合
ノ
趣
、
且
此
上
線
路
相
替
候
テ
ハ
ニ
重
租
税
ノ
引
方
相
成
、
大
蔵
省

伺
ノ
都
合
モ
有
之
候
間
、
至
急
確
定
可
致
旨
御
申
越
夫
々
致
承
知
候
。
然
ル
処
当
節
専
ラ
測
量
中
二
有
之
、
仮
令
此
上
転
線
致
シ
、
更

(

1

8

)

 

二
除
税
相
成
候
共
不
得
止
儀
二
有
之
候
間
、
追
テ
測
量
確
定
ノ
上
可
申
進
候
。
此
段
及
御
答
候
。
」
と
あ
っ
て
、
県
当
局
の
表
向
き
の

理
由
を
そ
の
ま
ま
う
け
と
り
、

（
津
川
）

し
、
な
お
測
量
確
定
の
上
で
回
答
す
る
と
い
う
の
み
で
、
凡
そ
の
期
日
す
ら
し
め
な
さ
い
態
度
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
同
年
十
一
月
七

「
西
宮
以
東
鉄
道
線
潰
地
代
当
十
二
月
中
ニ
ハ
払
下
候
梢
リ
ニ
付
、
未
夕
広
狭
等
ハ
確
定
不
致
候
得
共
、
几
金
高
何
程
位
二
可
有
之

(

1

9

)

 

哉
、
当
寮
御
金
操
ノ
都
合
モ
有
之
候
二
付
、
至
急
御
取
調
御
申
越
有
之
度
、
此
段
及
御
掛
合
候
也
。
」
と
の
照
会
状
が
、
田
尻
鉄
道
権

助
よ
り
神
田
県
令
宛
に
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
兵
庫
県
当
局
で
は
、
同
月
九
日
、
西
宮
以
東
の
地
代
金
と
「
兵
庫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ら

し
か
も
そ
れ
と
は
見
解
を
異
に
し
、

た
と
え
線
路
変
更
が
あ
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と

る
。
こ
れ
に
対
す
る
鉄
道
寮
の
回
答
は
、

め
に
県
当
局
は
、

行
政
事
務
手
続
上
の
問
題
も
あ
つ
て
再
度
鉄
道
寮
に
掛
け
合
っ
た
わ
け
で
あ

不
相
成
候
二
付
至
急
測
量
御
取
掛
ノ
上
御
答
可
有
之
旨
御
申
越
二
候
処
、
未
夕
何
等
ノ
御
答
無
之
、
右
ハ
初
発
測
量
杭
木
御
打
立
相
成

候
節
、
田
畑
作
附
見
合
候
様
御
掛
合
有
之
、
則
作
付
差
留
置
候
儀
二
付
、
此
上
線
路
相
替
候
時
ハ
租
税
二
重
ノ
引
方
相
成
、
大
蔵
省
伺

(

1

7

)

 

ノ
都
合
モ
有
之
候
間
至
急
御
確
定
相
成
度
此
段
再
応
及
御
掛
合
候
也
。
」
と
鉄
道
寮
に
掛
け
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
予
定
用
地

に
は
す
で
に
杭
木
が
打
た
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
租
税
関
係
か
ら
県
当
局
で
は
、
大
蔵
省
に
潰
地
を
申
請
し
、
租
税
の
引
方
を

請
願
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
測
量
不
確
定
で
、
し
か
も
線
路
変
更
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
用
地
に
予
定
さ
れ
た
田
畑
は
耕
作
は
中

止
し
て
お
り
、
不
用
地
と
し
て
払
い
下
げ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
租
税
の
二
重
引
き
の
事
態
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た

地
主
の
要
求
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
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と
こ
ろ
が
明
治
六
年
一
月
九
日
に
、
太
政
官
達
と
し
て
、

代
金
下
附
は
そ
う
容
易
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

壱
万
四
千
三
百
弐
拾
弐
両

「
西
宮
以
東
神
崎
川
迄
、
貴
県
管
下
ノ
分
鉄
道
線
広
狭
測
量
相
済
、
右

(
2
1
)
 

測
量
杭
ノ
通
潰
地
二
相
成
候
間
右
代
金
調
書
御
差
回
有
之
度
当
十
二
月
御
金
御
引
渡
可
申
候
。
」
と
の
旨
の
回
答
が
兵
庫
県
庁
に
よ
せ

ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
を
み
る
と
、
明
治
五
年
中
に
は
地
代
金
の
下
附
は
実
際
に
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
西
宮
以
東

で
は
さ
ら
に
鉄
道
線
路
の
追
増
地
が
あ
り
、
明
治
六
年
一
月
に
な
っ
て
、

の
概
算
金
額
を
算
出
し
報
告
し
た
。
つ
い
で
同
月
十
四
日
に
、

こ
れ
ら
追
増
地
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
で
地

「
自
今
諸
官
省
使
寮
司
ニ
テ
地
所
入
用
二
付
買
上
ノ
儀
打
合
有
之
候
ハ
ハ
、
故
障
ノ
有
無
、
有
税
地
・
無
税
地
ノ
次
第
相
綾
シ
、
所

(

2

2

)

 

分
ノ
儀
見
込
相
立
其
時
々
大
蔵
省
へ
可
申
立
事
。
」

合
金
弐
万
四
千
六
百
六
拾
弐
両

此
代
金

（
但
壱
反
二
付
）

凡
金
六
拾
六
両
ノ
積
リ

一
反
別
弐
拾
壱
町
七
反
歩
余

附
替
鉄
道
並
二
西
宮
以
東
鉄
道
演
地

此
代
金

壱

万

拾

四

両

（
但
壱
反
二
付
）

凡
金
百
八
拾
八
両
ノ
梢
リ

一
反
別
五
町
五
反
歩
余

（
津
川
）

(
2
0
)
 

び
に
附
替
鉄
道
代
金
の
概
略
を
仕
訳
帳
一
冊
に
ま
と
め
、

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

兵
庫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
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鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

が
各
府
県
に
布
令
ら
れ
、
従
来
臨
機
の
処
置
が
な
さ
れ
て
い
た
官
省
の
土
地
買
収
の
方
法
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ

の
太
政
官
達
に
対
し
て
、
エ
部
省
に
お
い
て
は
、
他
省
と
異
な
る
事
業
内
容
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
上
申
害
を
も
つ
て
特
別
の
処
置
の
許

可
を
願
い
出
た
。
す
な
わ
ち
、

「
自
今
地
所
買
入
ノ
節
ハ
、
其
地
方
官
へ
掛
合
、
故
障
無
之
候
ハ
ハ
伺
ノ
上
買
上
方
取
計
候
様
今
般
御
達
ノ
趣
致
承
知
候
。
然
ル
処

当
省
鉄
道
寮
工
業
ノ
儀
、
当
府
下
ヲ
始
メ
神
奈
川
・
神
戸
・
大
坂
・
西
京
間
鉄
道
敷
道
並
二
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
構
内
二
相
成
候
分
及

ヒ
鉄
道
設
置
ノ
為
二
縦
横
通
路
、
河
堤
・
溝
狐
等
付
替
、
或
ハ
河
邸
等
ノ
高
低
二
因
テ
、
臨
時
線
路
模
様
替
相
成
候
分
共
、
伺
済
ノ
上

建
築
致
施
行
候
テ
ハ
、
工
業
遅
延
進
歩
致
兼
候
間
、
兼
テ
鉄
道
允
許
相
成
居
府
下
並
二
神
奈
川
・
大
坂
・
神
戸
・
西
京
等
鉄
道
二
相
係

リ
候
地
所
ノ
儀
ハ
、
買
上
方
鉄
道
寮
ヨ
リ
掛
合
次
第
其
地
方
官
二
於
テ
取
計
候
様
、
東
京
府
・
京
都
府
・
神
奈
川
県
・
兵
庫
県
・
大
坂

府
へ
兼
テ
御
達
置
有
之
度
、
尤
右
取
計
候
上
御
届
申
候
様
致
度
、
依
テ
此
段
相
伺
候
也
。

御

結
果
、
エ
部
省
の
願
い
は
入
れ
ら
れ
、
関
係
各
府
県
へ
は
太
政
官
達
を
も
つ
て
、
同
月
十
五
日
に
、

「
自
今
諸
官
省
使
寮
司
ニ
テ
地
所
入
用
二
付
買
上
ノ
儀
打
合
有
之
候
ハ
ハ
、

去
ル
九
日
相
達
置
候
処
、
鉄
道
寮
建
築
二
付
テ
ハ
、
鉄
道
敷
道
並
二
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
河
堤
溝
池
附
替
、
河
邸
ノ
高
低
二
因
テ
臨
時

線
路
模
様
替
等
、
鉄
道
二
相
係
リ
候
地
所
ノ
儀
ハ
、
鉄
道
寮
ヨ
リ
買
上
方
掛
合
次
第
地
代
其
外
取
調
、
同
寮
へ
打
合
地
所
渡
方
可
取
計

(
2
4
)
 

事
。
」

正

院

明
治
六
年
一
月
十
二
日

中

故
障
ノ
有
無
等
相
礼
其
時
々
大
蔵
省
へ
可
申
立
旨
、

工
部
大
輔

山

尾

庸
(
2
3
)
 

‘」



2斗

と
鉄
道
寮
に
掛
け
合
い
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
回
答
に
は
、

に
ま
ず
そ
の
影
響
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

が
申
し
渡
さ
れ
た
。
か
く
し
て
明
治
政
府
の
土
地
買
収
に
関
す
る
施
策
の
方
向
は
決
せ
ら
れ
、
鉄
道
寮
関
係
は
別
格
の
扱
い
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
時
あ
た
か
も
地
券
渡
し
方
規
則
が
発
布
さ
れ
、
地
租
改
正
の
途
上
に
あ
り
、
し
か
も
兵
庫
県
武
庫
郡
の
地
租

改
正
に
対
す
る
反
対
運
動
が
よ
う
や
く
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
土
地
制
度
改
革
に
対
す
る
四
囲
の
情
勢

の
変
化
が
、
鉄
道
用
地
買
収
問
題
に
何
等
の
影
響
を
も
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
地
代
金
の
下
附
よ
り
も
地
代
金
の
決
定

さ
き
に
明
治
五
年
十
一
月
、
鉄
道
寮
で
は
、
当
年
十
二
月
中
に
地
代
金
を
下
附
す
る
旨
を
達
し
な
が
ら
、

か
っ
た
こ
と
も
、

こ
の
年
中
に
実
現
し
え
な

こ
の
価
格
の
決
定
に
問
題
が
残
っ
て
い
た
わ
け
で
、
兵
庫
県
当
局
は
、
同
六
年
一
月
二
十
五
日
に
、

「
兵
庫
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
地
所
ノ
儀
、
実
価
平
均
直
段
ヲ
以
テ
御
買
上
ノ
積
リ
、
同
所
近
傍
売
冗
直
段
取
調
候
処
、
別
紙
ノ
通
リ

二
有
之
、
尤
モ
屋
敷
地
ノ
儀
ハ
、
正
有
坪
当
リ
ヲ
以
テ
御
買
上
相
成
候
様
致
度
旨
申
立
、
是
迄
ノ
例
モ
有
之
儀
二
付
、
右
ニ
テ
御
異
存

(
2
5
)
 

無
之
候
ハ
ハ
、
地
代
金
仕
出
帳
御
回
シ
可
申
間
、
御
出
金
相
成
侯
様
致
度
云
々
。
」

「
兵
庫
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
地
所
ノ
儀
、
実
価
平
均
直
段
ニ
テ
買
上
可
致
ノ
趣
御
掛
合
、
就
テ
ハ
右
平
均
直
段
壱
反
当
リ
並
二
屋
敷

地
壱
坪
当
リ
共
御
差
回
御
申
越
ノ
云
々
致
承
知
候
。
於
当
寮
ニ
ハ
、
当
時
実
価
平
均
等
モ
敢
テ
承
知
不
致
、
唯
貴
県
御
取
調
ヲ
基
拠
二

(

2

6

)

 

致
候
儀
二
付
、
於
貴
県
二
至
当
ノ
御
見
込
二
候
ハ
ハ
、
於
当
寮
異
存
モ
無
之
儀
二
候
間
、
仕
出
帳
御
回
相
成
可
然
存
候
。
云
々
0

J
 

と
即
日
速
答
さ
れ
、
し
か
も
地
租
改
正
の
問
題
に
か
ら
ん
で
の
煩
雑
事
を
見
越
し
て
の
こ
と
か
、

方
に
異
存
は
な
い
。
」
旨
を
明
ら
か
に
し
、
地
価
決
定
は
県
当
局
に
ま
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
県
当
局
で
は
、

段
」
と
い
う
一
応
の
方
針
を
た
て
が
、
そ
の
後
こ
れ
を
再
検
討
し
、
当
時
施
行
中
の
地
券
価
格
を
基
準
に
す
る
線
を
打
出
し
た
。
同
年

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

（
津
川
）

「
貴
県
で
至
当
の
見
込
な
ら
、
当

「
実
価
平
均
値

ニ
四



2. 5 

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

ヘ
可
用
直
段
ヲ
以
テ
御
買
上
至
当
二
可
有
之
歎
、
西
宮
以
東
武
庫
川
辺
両
郡
鉄
道
地
代
金
ノ
儀
モ
、
右
二
淮
シ
候
積
リ
、
尤
右
両
郡
村

(

2

7

)

 

々
ハ
、
未
申
両
年
作
附
差
留
候
二
付
、
作
徳
ハ
更
二
下
渡
候
積
リ
右
御
異
存
無
之
哉
。
」
、
と
地
券
価
格
を
基
準
と
し
て
買
収
す
る
こ

と
の
是
否
を
た
だ
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
鉄
道
寮
で
は
異
存
は
な
く
、
よ
う
や
く
に
し
て
、
買
収
地
代
金
は
地
券
価
格
を
基
準

と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
同
年
四
月
四
日
に
、
兵
庫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
地
代
金
と
し
て
、
金
一
万
八
ニ
ニ
五
円
八
九

銭
九
厘
が
下
附
さ
れ
た
が
、
西
宮
以
東
の
地
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
に
線
路
変
更
が
あ
り
、
買
収
地
所
が
確
定
し
な
か
っ
た
た
め
地

代
金
の
下
附
は
、
実
際
に
は
明
治
七
年
二
月
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
阪
・
神
戸
間
の
鉄
道
敷
設
は
、
大
阪
府
西
成
郡
・
兵
庫
県
川
辺
郡
・
武
庫
郡
・
菟
原
郡
・
八
部
郡
の
五
か
郡
に
わ
た
つ
て
施
工
さ

れ
た
が
、

こ
の
う
ち
用
地
買
収
問
題
の
解
決
の
お
く
れ
た
地
区
は
、
武
庫
川
辺
両
郡
の
村
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
た
ん
に
買
収
交

渉
の
如
何
ん
に
の
み
か
か
つ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
予
定
線
路
の
変
更
・
測
量
の
不
確
定
に
よ
る
工
事
の
遅
延
が
大
い
に
原
因
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
工
事
の
停
滞
に
よ
る
日
時
の
延
引
に
よ
っ
て
、
当
時
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
土
地
制
度
の
改
革
ー
地
券
渡
し
方
規

則
の
発
布
な
ら
び
に
そ
の
実
施
ー
地
租
改
正
1

1

と
こ
の
用
地
買
収
と
を
同
時
期
に
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
く
し
た
こ
と
が
、
多
少
の
事

態
の
紛
糾
を
招
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
考
え
方
に
よ
る
と
、
地
券
が
交
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
価
格
が
決
定
し
た

こ
と
は
、
土
地
売
冗
の
基
準
価
格
を
確
定
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
土
地
買
収
に
お
け
る
煩
雑
事
を
除
き
、
そ
の
実
施
を
容
易

な
ら
し
め
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、

四

二
月
六
日
の
鉄
道
寮
の
照
会
に
、

（
檸
川
）

「
去
月
廿
五
日
附
及
御
掛
合
候
後
、
再
考
致
候
二
、
当
今
地
券
御
施
行
中
二
付
テ
ハ
、
隣
地
右
地
券

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
は
、

二
五

「
お
上
の
御
威
勢
」
で
問
題
は
簡
単
に
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註

(
1
2
)
l
(
2
7
)
内
閣
文
庫

兵

庫

県

史

駅

逓

(10)
明
治
大
正
大
阪
市
史
法
令
篇

(11)
神
戸
開
港
―
二
十
年
史

(
6
)
 

上
巻

以
上
に
お
い
て
、
明
治
三
年
十
月
以
来
は
じ
め
ら
れ
た
鉄
道
用
地
買
収
の
問
題
の
推
移
の
大
略
を
あ
と
ず
け
て
き
た
が
、

と
し
て
為
政
者
の
側
に
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
も
の
で
、

に
こ
れ
を
詳
細
に
検
討
し
、
土
地
買
収
に
対
す
る
地
主
・
農
民
の
う
ご
き
、
あ
る
い
は
反
抗
、
防
害
な
ど
を
知
る
為
に
は
、

に
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、

こ

ろ

、

筆

者

自

身

労

を

い

と

い

、

民

間

資

料

の

所

在

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

は

困

難

で

あ

る
。
他
日
こ
れ
ら
の
関
係
資
料
を
見
出
し
う
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
今
日
の
不
備
を
補
充
再
考
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
大
方
の
御
教

(
4
)

日
本
鉄
道
史

(
5
)

石
井
満
著

日
本
鉄
道
創
設
史
話

(
7
)

日
本
鉄
道
史

(
8
)
神
戸
開
港
三
十
年
史

(
9
)
明
治
工
業
史
鉄
道
篇

一
四
一

l
―
四
二
頁

(
2
)
 
(
3
)
 

(
1
)
駅
逓
志
稿

示
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

採
訪
を
怠
つ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
が
、

片
ず
い
た
と
す
る
見
解
も
で
る
わ
け
で
あ
る
。

鉄
道
敷
設
用
地
買
収
に
つ
い
て

上
巻

（
津
川
）

自
第
一
編
至
第
四
絹

一
般
民
間

そ
れ
は
主

こ
の
問
題
の
一
面
を
み
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
つ
て
さ
ら

そ
の
全
き
を
期
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と

二
六




